第75話　悲劇の始まり
カルノミコが島流しになった後、アナホノミコは天下を治めた。
　
「根臣よ、今から叔父上のところに使いにいってくれ」
「かしこまりました」
天皇になったアナホノミコは父、允恭天皇異母弟、オホクサカノミコ（大日下王）のもとに使いをやった。
「天皇からのお言葉を伝える」
「謹んでお受けいたします」
「安康天皇はあなたの妹であるワカクサカノミコ（若日下王）を天皇の弟、オホハツセノミコ（大長谷王）と結婚させたいと考えておられますので差し出すようにとのことでございます」
すると、天皇の叔父であるオホクサカは四度も拝むという丁重な礼をした。
　
「そのお申し出喜んでお受けいたします。このような勅命があろうかと思い、妹をどこにも嫁に出しませんでした。恐れ多いことでございます。勅命に従い妹を差し出しましょう」
こういうと、オホクサカは天皇の勅命を心から喜んでいるようだった。
「大変ありがたいお話をいただきました。返事のお礼としてこの押木の玉かずらを天皇に献上いたします」
（これはすごい）
それは美しい玉かずらで根臣は心を奪われてしまった。
（何としてもこの玉かずらを自分のものにできないだろうか…）
天皇に献上しなければならない玉かずらを欲してしまった根臣は、都に帰る間中、玉かずらのことばかり考えていた。
（そうだ！　いいことを思いついたぞ。ふふふ、これでこの玉かずらは俺のものだ）
「オホクサカノミコは何といっておった？　妹を差し出すといっておったか？」
「…それが」
「ん？　どうした？」
「…実は」
「何だ、はっきり申さぬか」
「恐れながらオホクサカノミコは天皇の勅令を拒否いたしました」
「な、何だと！　まさか叔父上がそのようなことをいうはずがあるまい」
「いえ、確かに申しておりました。私が勅命ですぞ、と強く申し上げたところ、オホクサカノミコは怒り出し、『うるさい！　私の妹を同族の者の下敷きになぞさせられるか！』と言いながら太刀に手をやったので、命からがら逃れて参りました…」
「下敷きだと？　確かに太刀に手をやったのか！」
「はい、この目で確かに。あまりの形相に腰が抜けんばかりでございました」
「何ということだ！　勅命を軽んじるのか！　ふざけおって。叔父上だからといって容赦はせぬぞ」
「いかがするおつもりで」
「決まっておろう、殺してやるまでだ！」
（これで玉かずらは俺のものだ！）
「ええい、それだけでは怒りが収まらん。奴の妻も奪い取ってくれよう！」
安康天皇は根臣の讒言をそのまま信じ、オホクサカを殺し、その妻を自分の正妻にしてしまった。
ここからさらなる悲劇が生まれることになる。
第76話　天皇暗殺
「ん～、ふぁ～」
あるとき安康天皇は神託を受けるために神床で昼寝をしていた。
　
「后はいるか？」
「はい、ここにおります」
「お前には何か心配事はあるのか？」
「いえ、あなたの厚いご寵愛を受けながら、何の心配事がございましょう」
「…そうか」
「あなた、どうされたのですか？」
「私はいつも心配していることがある」
皇后と先夫である殺されたオホクサカとの子であるマヨワノミコ（目弱王）は７歳になっており、ちょうどそのとき天皇のいる御殿の下で遊んでいた。
「マヨワノミコのことだ」
（僕のこと？　なぜ父さんは僕のことが心配なの？）
「お前の子のマヨワノミコが成人したとき」
（お前の子？　僕は父さんの子ではないの？）
「私がその父オホクサカを殺したことを知ったら、心変わりをし、復讐しようとするのではないかとそればかり恐れている」
（僕の父はオホクサカノミコだったの！　しかも、父さんに殺された？　父さんは父さんじゃない？　今まで父さんと思っていたのは本当の父さんを殺した奴だったのかっ！）
驚愕の真実を御殿の下で聞いてしまったマヨワノミコは、幼い心ながらも殺された父の復讐を誓った。
ｚｚｚｚｚ…
（よし、寝ているな）
スラリ
「えいっ！」
ブシュッ
「ぎゃっ！」
（父さん、かたきは取ったよ！）
マヨワノミコは衝撃の事実を聞いたそのすぐ後に、天皇が昼寝をしている隙に近くにあった太刀を抜き、天皇の首を打ち斬ってしまった。
（僕はこれからどうしたらいいの？）
天皇を殺してしまったマヨワノミコは今後のことを考えると身震いした。
（そうだ、ツブラオホミ（都夫良意富美）にかくまってもらおう）
こうして、オホクサカを殺した安康天皇はその子マヨワノミコに殺害されてしまった。
　

第77話　オホハツセノミコ
「キャーーーーーーーー」
天皇が昼寝の時間を過ぎても神床から戻らないのを心配した皇后が、天皇を起こしに行こうと神床に向かうと、そこには頭を切り落とされた無残な天皇の死体が横たわっていた。
「だ、誰か！」
白昼堂々と行われた天皇の暗殺。
その衝撃の出来事に朝廷は大混乱に陥ってしまった。
「一体誰が天皇を殺したのだ！」
この変事を聞いたオホハツセノミコ（大長谷王子）はまだ少年であったが、憤り大いに怒って兄であるクロヒコノミコ（黒日子王）のところに駆け込んだ。
「兄さん、どうしよう？」
「ん？　何をだ？」
「安康天皇が人に殺されたんだよ」
「あぁ、そのことか」
「あぁ、そのことかって、何だよ、その態度は！」
「そんなどらなくてもいいだろ」
「人が天皇を殺したんだぞ！　しかも、我々の兄弟ではないか！」
「そうだけど、だからって私にどうしろというのだ」
「兄さんこそその態度は何だ！　どうしてそんなに頼りないのだ！　兄弟が殺されたというのにそれほど驚きもせず、どうでもいい態度を取るのだ！　情けない男だ！」
そういうとオホハツセは、兄クロヒコの襟首をつかんで引きずりだし、刀を抜いて撃ち殺してしまった。
すぐさま、オホハツセはもう一人の兄、シロヒコノミコ（白日子王）のもとに向かった。
しかし、シロヒコもクロヒコ同様それほど驚きもせず、どうでもいい態度をとっていた。
「あなたに生きる資格はない！　さぁ、こっちに来るのだ！」
「や、やめろ！」
兄弟を殺されたことに無関心なシロヒコに愛想をつかしたオホハツセは、シロヒコの襟首をつかんで、小治田の地まで連れ出した。
「ゆ、許してくれ」
しかし、憤っているオホハツセは許さず、その場に大きな穴を掘り、立ったままの状態で埋め始めた。
「許してくれー」
腰まで埋まってしまったときに、シロヒコはあまりの恐ろしさに両方の目玉が飛び出し死んでしまった。
そうこうするうちに、天皇を殺したのはマヨワノミコだということが判明した。
「マヨワノミコは今どこにいる？」
「ツブラオミのところでかくまっているようでございます」
「よし、すぐに軍勢を集めよ！」
こうして、オホハツセはツブラオミの邸宅を軍勢で囲んだ。
　

第78話　悲劇の結末
ザッ
オホハツセは矛を突き刺し杖にし、ツブラオミの家を伺った。
「もしや私が結婚の約束をした乙女はこの家ではないだろうな？」
その言葉を聞いたツブラオミはたった一人で屋敷から出てきた。
「あっ、ツブラオミがやってきました！」
「しかも、武器を身につけておりません」
するとツブラオミはそのままオホハツセの方を向き、八度も礼拝した。
「先日は我が娘を妻にしてくださる約束をしていただきありがとうございます。もちろん、娘は嫁がせたいと思います」
そういうツブラオミの声は非常に穏やかだった。
「さらに、我が領土である5ヶ所の屯倉を合わせて献上いたします」
ツブラオミの言葉を黙って聞いているオホハツセ。
「しかし、娘の父である私があなた様に敵対するのは理由があるのです」
穏やかだったツブラオミの言葉に力がこもる。
「昔から今に至るまで臣下の者が皇族の宮殿に隠れることはあっても、皇子が臣下の者の家に隠れた例はございません。これはとても名誉あることでございます。しかし、私のような賤しい者が全力を尽くして戦ってもあなた様にはかないますまい」
ツブラオミの顔に悲痛さはなく、むしろその表情は非常にすがすがしかった。
「けれども、私を頼ってこの賤しい家に入ったマヨワノミコを私は決してお見捨てになることはできません！」
そういうと、ツブラオミは再び武器をとり、家に帰って戦った。
しかし、多勢に無勢。
ついに力尽き矢もなくなってしまった。
「マヨワノミコ様、私はすっかり痛手を負い、矢もなくなってしまいました。もう戦うことはできません。いかがいたしましょうか？」
「それならばいたしかたない。ここまでよく尽くしてくれた。もう私を殺して欲しい」
「…、ごめん！」
こうして、ツブラオミは刀でミコを刺し殺し、そのまま返す刀で自らの首を斬って死んでしまった。
　
第79話　イチノベノオシハシノミコ殺害
「申し上げます。近江の蚊屋野というところには、猪や鹿がたくさんおります。その証拠に立っている足はすすき原のようであり、頭にいただく角は枯れた松の枝のようでございます」
あるとき近江に住むカラブクロというものがオホハツセに進言した。
「聞いたか？　イチノベノオシハシノミコ（市辺之忍歯王）。さっそく近江に行ってみようではないか」
「畏まりました。お供いたします」
こうして、オホハツセはいとこでもあるイチノベノオシハシを伴って蚊屋野に出かけ、それぞれ別々に仮宮を作って宿泊した。
翌朝、オシハシはいつもと変わらない気持ちで馬に乗ったままの状態で、オホハツセの仮宮にやってきた。
「オホハツセ様はまだお目覚めではないのか？」
「は、はぁ、まだでございます」
「そうか、それでは早くこう申されよ。夜はすっかり明けました。早く狩場に　お越しくださいと」
「…かしこまりました」
そうオホハセツの従者に伝えたオシハシは、そのまま馬を進めて行ってしまった。
「おい、今の態度は何だ」
「全くだ。何と感じの良くない奴だ。一体オホハツセ様を何と思っているのだ。けしからん奴だ」
「すぐにこのことをオホハツセ様に申し上げよう」
オシハシの態度が大柄だったことに不快感を持ったオホハツセの家来たちは、さっそくその様子をオホハツセに話した。
「オホハツセ様、オシハシノミコにはどうかお気をつけてください」
「なんだ、どうした？」
「あの男、とても感じのよくない言い方をいたします。どうかご用心なされませ」
「考えすぎではないか？」
「いえ、万が一のこともございます。どうか、武装されますように」
あまりにも家来たちがオシハシのことを悪くいうので、ついオホハツセもそう思うようになり、衣服の下に鎧をつけて、弓矢を携えて馬に乗って出かけた。
たちまちオシハシと馬を並べたオホハツセはおもむろに矢を抜いた。
「な、何をなされます！？」
「死ね！」
「ギャッ!!」
こうして、オシハシを射殺したオホハツセは、その場でオシハシの体を斬り、飼葉桶に入れて、地面と同じ高さに埋めてしまった。
「父君が殺された！」
「兄さん、それは本当か？」
「あぁ、父の家来が早馬で知らせてくれた。急げ、すぐに逃げるんだ！」
父がオホハツセに射殺されたことを聞いた、オシハシの子供たちは急ぎその場から逃げ出した。
「ふぅ、ここまで来ればもう大丈夫だろう」
山城の苅羽井についたオケノミコ、ヲケノミコは乾飯（ほしいい）を食べていた。
「あっ、何をする！」
すると、顔に入墨をした老人がやってきて、その乾飯を奪ってしまった。
「乾飯は惜しくない。が、しかしお前は一体誰だ」
「わしは山代の豚飼いだ」
（豚飼いごときがいばりくさって）
そう心の中で思ったオケノミコであったが、今は逃げることを優先しなければならない。
こうして二皇子は播磨の国まで逃げ、その国の住民でシジムという者の家に入　り、身分を隠して馬飼い、牛飼いとして使われた。
第80話　ワカクサカベノミコ
「さて、皇后に会いに行こうか」
あるとき、雄略天皇は日下にいた皇后ワカクサカベノミコ（若日下部王）に会いに行った。
　
「ん？　あの堅魚木（かつを）を屋根にのせて家を造っているのは誰だ？」
「あれは、志畿のオホアガタヌシ（大県主）の家でございます」
「奴め、自分の家を天皇の宮殿に似せて造っておるのか！　おい、すぐにあ奴の家を燃やしてしまえ！」
　
天皇が大いに怒っていることを知ったオホアガタはすぐに天皇の前に恐れ慎んで深く頭を下げながら現れた。
「私は卑しい奴ですので、不遜に気付かず誤って造ってしまいましたことは、誠に恐れ多いことでございます。お許しいただくためにも、この犬を献上いたします」
そういって立派な白い布をかけ、鈴をつけた犬を献上した。
「そうか、ではお前の罪を許そう」
こうして、オホアガタを許した雄略天皇は、献上された犬をつれワカクサカベのもとに急いだ。
「これは、今日道中で手に入れた珍しいものだ。だから、これを結納の品といたす」
「ありがとうございます。ただ、一つ気になっていることがございます」
「それは？」
「天皇であるあなたが日に背を向けておいでになったでしょう。何だかとても不吉なことだと思いますの」
「それもそうだな」
「ですので、私のほうから参上してお仕えしたほうがいいと思います。すぐに私から伺います」
「分かった。そうしよう」
こうして、雄略天皇とワカクサカベノミコは結婚した。
第81話　アカヰコ
「おや、あの少女は？」
あるとき雄略天皇は三輪川に遊びに行った際に、川のほとりで衣服を洗っていた少女が目にとまった。
「うーん、何とも美しい少女だ」
その少女の容姿はたいそう美しかった。
すぐさま天皇は少女に声をかけた。
「お前は誰の子か？」
「私はアカヰコ（赤猪子）と申します」
「そうか。うん、お前は他の男のもとに嫁がないでおれ。今に宮中に召そう」
「本当でございますか？」
「あぁ、約束する」
　
そういって天皇は朝倉宮に帰っていった。
（いつになったらお迎えに来てくださるのだろう…）
そう思い続けながら、アカヰコは天皇の言葉を信じ、誰が求婚してもその嫁にはならなかった。
（…あれから80年もたってしまった。このままでは私の気持ちが…）
結局80年たっても天皇はアカヰコを迎えに来なかった。
そこで、アカヰコ自らたくさんの品を持って参内した。
「アカヰコという年老いた老婆が多くの献上品を持って参内しておりますが…」
「うーん、その名前に全く覚えがないなぁ」
そうはいっても、会うことにした雄略天皇。
「うん、お前はどこのおばあさんだい？　わしに何か用か？」
「私はあなたのお言葉をいただき、お召しをお待ち続けているうちに80年の月日が過ぎ去ってしまいました」
突然の申し出に驚く天皇を尻目に語り続けるアカヰコ。
「今は容姿もすっかり老いて、お召しに預かる望みも全くなくなってしまいました。それでも、これまで天皇のお言葉を守ってきた私の志だけでも、一言お伝えしたく参内した次第でございます」
「そうであったか。私はすっかり以前言ったことを忘れておった。それなのにお前は操を守り、私の言葉を待って、女としての盛りをむなしく過ごしてしまったのは、誠に気の毒である」
（今からでも結婚いたそうか…。いや、もう手遅れだろう）
アカヰコを気の毒に思った天皇はその場で結婚をしようと思ったが、アカヰコ自身がすでに年老いており、結婚ができないことを悲しみ歌を詠んだ。
御諸の　いつかしがもと　かしがもと　ゆゆしきかも　かしはらをとめ
（みもろの社の神聖な樫の木。その樫の木のように、神聖で近寄りがたいよ。三輪の橿原乙女は）
引田の　若栗栖原　若くへに　率（ゐ）寝てましもの　老いにけるかも
（引田の若い栗林。そのように若いときに、おまえと共寝すればよかったものを、今はすっかり年老いてしまったよ）
この歌をきいたアカヰコは涙を流し、着ている赤い摺り染めの衣の袖をぬらしてしまった。
そして、そんな愛情こもった天皇の歌に返して、歌った歌は、
御諸に　つくや玉垣　つき余し　誰にかも依らん　神の宮人
（みもろの社につきめぐらす立派な垣。その「つく」という言葉ではないが、神にいつき仕え過ごして、今は誰に頼りましょうか、神の宮にお仕えする宮人は）
日下江の　入江の蓮　花蓮　身の盛り人　羨（とも）しきろかも
（日下江の入江の蓮。美しく咲き誇っているその蓮の花。そのように若い盛りの人がうらやましいこと）
そこで、天皇はその老女にたくさんの品物を賜って返してやった。
第82話　ヒトコトヌシ
「おっ、でかい猪だな」
あるとき雄略天皇は葛城山に登り、大きな猪と遭遇した。
（よし、狙ってみるか）
ヒュッ
天皇は鳴鏑を猪に向け放った。
ブヒッ！
「わわっ、こっちに向かってくるぞ！」
矢を射られて怒った猪は唸り声を出し、天皇の方へ向かってきた。
「ややっ、逃げろ！」
唸り声を聞いて恐ろしくなった天皇は木の上に逃げ登った。
「ふぅ、助かった」
また、あるとき、天皇が葛城山に登ったとき、お供のたくさんの官人たちはみな、紅い紐をつけた青いすりぞめの衣服を着ていた。
「ん？　あの向かいの山の尾根伝いを歩いている者たちは…」
よく見ると、その様子は天皇の行幸の列にそっくりであった。
「この大和の国で私以外に大君はいないはずなのに、一体誰が私と同じ様子で行くのか？」
このようにお供のものと話していると、同じような内容の言葉がその山からも聞こえてきた。
　
「無礼な！」
こういうと天皇は矢を弓につがえ、大勢の官人もみな矢をつがえた。
すると、向こうの人もみな弓に矢をつがえる。
「それでは、そちらから名を名乗れ！　そして、互いに名を名乗ってから矢を放とうではないか」
「分かった、そうしよう。私が先に問いかけられたのだから、私が先に答えよう。私は悪い事も一言、善い事も一言で言い放つ神、葛城のヒトコトヌシノ大神である」
それを聞いた天皇は恐れかしこまってしまった。
「それは恐れ多いことでございます、わが大神よ。現実のお方であろうとは気づきませんでした」
そういって天皇は、自分の太刀や弓矢をはじめとして、多くの官人の着ている衣服を脱がせて、拝礼し献上した。
パンパンッ
するとヒトコトヌシはお礼の拍手をして、その献上品を受け取った。
そして、天皇が皇居に帰る際には、ヒトコトヌシの一行は山の頂きに大勢集まって、泊瀬の山の入り口まで送った。
第83話　二皇子発見
「お亡くなりになりました」
ザワザワザワ…
雄略天皇の子、清寧天皇が崩御した。
「困ったことになったぞ」
「あぁ、誰が次の天皇になるのだ？」
「こんなことは皇室始まって以来の一大事だ」
「どうしたものか…」
清寧天皇は皇后はおろか、子供もいなかった。
「このままでは皇室の系統が絶えてしまう…」
「すぐに天皇になるべき人を探さねば」
「しかし、皇位継承者は先代の雄略天皇自ら刃にかけてしまっておるし…」
「そうだ！　イチノベノオシハワケノミコに妹がおったではないか！　彼女に仮の天皇になっていただこう」
「それしかこの現状を打開する方法はないな…」
「よし、すぐにオシヌミノイツラメ様のご邸宅に向かおう！」
こうして、オシヌミノイツラメは葛城の角刺宮に住むようになった。
その間も正当な皇位継承者を探し続けた。
あるとき、ヲダテという者が播磨国の長官に任ぜられ、その国の住人で名をシジムという者の新室完成の祝いに招かれた。
「今宵はめでたい日だ。皆の者も大いに食べて飲んでくれよ」
新室が完成したことを喜んでいるシジムは、訪れた客に対して豪勢な食事をふるまっていた。
「ここで舞でも舞ってもらおうか」
宴もたけなわになったときに、貴賎長幼の順に従って舞を舞った。
「これでおしまいか？」
「おや、あの者たちは？」
「あぁ、彼らは両親を亡くし、身寄りがなかったところをわしが引き取って火焚きの役を命じているものです」
見ると、みすぼらしい格好をした二人の少年がかまどのそばで火をくべていた。
「では、あの者たちにも舞を舞ってもらおうではないか？」
「ヲダテ様がそうおっしゃるならば…、おい、お前たち舞など舞えないとは思うが、舞ってみせなさい」
その話を聞いた少年たちはすぐには舞わず、お互いにゆずりあった。
「兄さんが先に舞ってください」
「弟よ、お前が先に舞え」
この様子を見ていた一同は笑いはやした。
「どっちでもいいから早く舞いなさい」
「…分かりました」
こうして兄から先に舞い、続いて弟が舞い始めた。
その舞はとても舞を知らない者の舞ではなく、気品漂う優雅な舞だった。
みすぼらしい二人の少年があまりにも美しい舞を踊ることに驚いたヲダテはその兄弟に問いかけた。
「そなたたちは一体何者だ」
「私たちは天下をお治めになったイザホワケノ天皇の御子、イチノベノオシハノミコの子孫です」
ガタンッ
この話を聞いたヲダテはあまりの驚きに床から転げ落ちてしまった。
「み、皆の者、この場からすぐに立ち去れ！」
そうして、周りにいた者どもをみな下がらせて、二人の皇子を左右の膝の上にすえて泣き悲しんだ。
「おいたわしや。皇族にお生まれになったのにこのようなみすぼらしいお姿で…。さぞかしご苦労なさったことでしょう。お会いできて本当によかった」
　
こうして正統皇位継承者を見出すことができたヲダテはすぐさま二人のために仮宮殿を作り、そこに二人を住まわせ、大和に早馬の使者を飛ばした。
「イチノベノオシハノミコのご子孫が生きておいでになりました！」
「本当ですか？　兄さんのご子孫が…」
この知らせを心から喜んだオシヌミノイツラメは、すぐさま二人を葛城の角刺宮に招いた。
第84話　ヲケノミコトとシビノオミ
（おっ、かわいい子だ」
ヲケノミコト（顕宗天皇）が即位する前の出来事。
天皇が后にしようと思った少女に、シビという家臣が横恋慕した。
「俺の妻になれ」
シビはその少女の手を取り、少女を自分の妻にしようとした。
その光景を見たヲケノミコトは翌朝、オケノミコトと相談した。
「全く情けない話だ。朝廷に仕える人々は朝は朝廷に参内し、昼は家臣であるシビの家に集まっているという。これでは、どちらが王といえるのか？」
「…本当だな。どうする？」
「まだシビは寝ているだろう。これだけ朝早ければ門前にも人もいないだろう。今しかシビを亡きものにするチャンスはない」
「よし、今すぐ軍勢を集めよう」
こうして、二人は軍勢を集め、シビの家を取り囲み、たちどころに殺してしまった。
「これでようやく家臣におびえなくてすむ」
「そうだね。さぁ、兄さん、王位についてください」
「何をいうか、お前が王位につくのだ」
「弟の私が兄さんを差し置いて王になるなんて考えられません。ここは兄さんが王になるべきだと思う」
「まぁ、よく聞け。播磨のシジムの家に住んでいるとき、お前が名前を明らかにしなかったら今の我々はないと思う。これは全てお前の手柄だ。だから、私は兄ではあるが、お前が先に天下を治めるべきだ」
「…分かりました。兄さんがそこまで考えてくれているならば、私もこれ以上辞退は致しません。謹んでお受けいたします」
こうして、弟のヲケノミコトが先に天下を治めることになった。
これが顕宗天皇である。
　
第85話　遺骸の発見
「父上…」
顕宗天皇が飛鳥宮で即位して8年がたった。
その間、亡き父親、イチノベノミコの遺骸を探し続けていた。
「どんな小さな情報でもよい、誰か父の亡くなった場所を知るものはいないのか？」
一向に父の遺骸が分からない中で、落ち着かない日々が続く。
「申し上げます！　イチノベノミコ様の遺骸について知っているという老婆が現れました！」
「何！　誠か！　すぐにここへ連れて来るのだ！」
それは近江国に住む卑しい老婆で、イチノベノミコの歯を持っていた。
「父上は三枝のような八重歯だったと聞いている。確かにこの歯は父上のものだ」
「私はイチノベノミコ様が殺された場所にたまたま居合わせました。そして、御遺骸を埋めた場所もよく存じております」
「そうか、よく来てくれた。すぐに人をやって父の御遺骸を探し出してくれ！」
こうして、人を動員し、無事イチノベノミコの遺骸を発見し、蚊屋野の東の山に丁重に埋葬した。
「こたびはそなたのお陰で無事に、父上を埋葬することができた。礼をいう」
「恐れ多いことでございます。私はただ怖くて見ていただけでございます」
「いや、父上の遺骸をこうして探し出せたのも、そなたがその場所を見失わず、正確に覚えていたからだ。今後そなたはオキメノオミナと名乗り、宮殿にも立派な部屋を与えよう」
「もったいのうございます」
そこで、天皇は老婆を大層手厚くいつくしみ、毎日決まって会うようにした。
しかし、あるとき、老婆は天皇にお願いをした。
「私はひどく年をとってしまいました。できれば故郷に帰りとうございます」
「そうか、いつまでもその恩に報いたかったものを」
無事、父親を埋葬することができた後、顕宗天皇はまだ怨みに思っていたことを晴らそうとした。
「父上が亡くなった際に、私たち兄弟が命からがら逃げていた際に、食糧を奪った猪飼の老人がいた。すぐに探し出すのだ」
すぐにその老人は天皇の前に連れ出されてきた。
「お、お許しください」
「許さん。この男を飛鳥川の河原で殺してこい」
「あわわわ」
「そうだ、この男の一族も同罪だ。みな膝の筋を切ってしまえ！」
こうして、この一族の子孫が大和に上る日には決まってびっこを引くようになったのである。
最終話　御陵の土
（なんとかして、父上を殺した雄略天皇に復讐をしてやりたいが…）
無事、父イチノベノオシハノミコの遺骸を埋葬した後も、顕宗天皇は父を殺した雄略天皇への恨みは消えず、どうやって報復してやろうか絶えず思案していた。
（そうだ、やつの墓を暴いてやろう！）
そして、その墓をあばくことで辱めてやろうと思い立った。
「おい、今から雄略天皇の墓を破壊して来い」
「…かしこまりました」
すぐに命令を下す顕宗天皇。
「何！　天皇がそう申したのか？　いけない、すぐにおいさめしなければ…」
その命令を知った兄オケノミコは驚いて顕宗天皇のもとに駆けつけた。
「申し上げます！　雄略天皇の墓を破壊するのに他人を遣わしてはなりません。私自ら行って天皇の思いのまま破壊して参ります」
　
「分かった。では、頼みました」
　
こうして、オケノミコは自ら行き、陵の傍らを少し掘って皇居に戻った。
「オケノミコ様がお戻りになりました」
「何？　もう戻ったのか。すぐにここへ来るように伝えよ」
「はっ」
すぐに復命したオケノミコがやってきた。
「早かったではないか。もう壊したのか？」
「はい、もう取り壊しました」
「どう破壊したのか？」
「陵の土を少し掘りました」
「少し掘っただけ？」
「はい、少し掘っただけでございます」
その言葉を聞いた顕宗天皇は怒気をはらんで問いただした。
「父王の仇を討とうと思ったら、その陵墓をことごとく破壊するのは当然だろう！　少しだけ掘ったとはどういうことか！」
「その理由はこうです」
怒り心頭な顕宗天皇に対して、兄であるオケノミコは冷静に受け応えた。
「父上の恨みをその霊に仕返ししようと思うのは誠に最もなことでございます」
「そうだろう、なのになぜ破壊せぬ」
「けれども、あの雄略天皇は父上の怨敵ですが、私たちの叔父であり、また、天下を治めた天皇です」
「……」
「ここで、今父の仇という理由だけで天下を治めた天皇の御陵を完全に破壊すれば、必ず後世の人から非難されるでしょう」
「そうではあるが、では、この恨みを晴らすことはできないのか…」
「いえ、違います。もちろん、父上の仇だけは討たなければなりません」
「だからか」
「そうです。だからこそ、陵のほとりを少し掘ったのです。このはずかしめで、後世に私たちの報復の志を示すのに十分でしょう」
「うん、大変道理にかなっています。その報復で構いません」
兄にさとされ、すっかり冷静になった顕宗天皇はおだやかな顔でそういった。こうして、野蛮な復讐劇が繰り返されることはなくなった。
顕宗天皇が亡くなった後、兄のオケノミコが即位し、仁賢天皇になった。
仁賢天皇後は子の武烈天皇が即位し、武烈天皇は後継者もなく亡くなった。
近江から継体天皇を招き、安閑天皇、宣下天皇、欽明天皇、敏達天皇、用明天
皇、崇峻天皇、推古天皇と続いた。
以上で、古事記の記述は終わる。

